.キャリア教育の定義
　 文科省は「キャリア教育」を、「一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てることを通して、キャリア発達を促す教育」としている。

　「キャリア発達」とは、 「発達とは生涯にわたる変化の過程であり、人が環境に適応する能力を獲得していく過程である。その中で、キャリア発達とは、自己の知的、身体的、情緒的、社会的な特徴を一人一人の生き方として統合していく過程である。」
「社会の中で自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現していく過程を「キャリア発達」という。」（中央教育審議会「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について（答申）」（平成23 年１月31 日）） 

　キャリア教育とは「キャリア発達を促す教育」である、と言われてもトートロジーのようでよくわからない。「キャリア発達」という概念の理解が前提になるが、現代社会の若者たちの成長・発達の統合的で包括的な概念になっていて、なかなか興味深い。

　以前は、キャリア教育とは、　「キャリア概念」に基づいて、「児童生徒一人一人のキャリア発達を支援し、それぞれにふさわしいキャリアを形成していくために必要な意欲・態度や能力を育てる教育」のこととし、端的には、「児童生徒一人一人の勤労観、職業観を育てる教育」としていた。
（キャリア教育の推進に関する総合的調査研究協力者会議報告書（平成16年１月28日））

　さらにさかのぼると、キャリア教育について、平成11年12月の中央教育審議会答申「初等中等教育と高等教育との接続の改善について」では、「望ましい職業観・勤労観及び職業に関する知識や技能を身に付けさせるとともに、自己の個性を理解し、主体的に進路を選択する能力・態度を育てる教育」としていた。

　キャリア教育は、「望ましい職業観・勤労観及び職業に関する知識や技能」の育成という観点から、「キャリア発達を促し」、社会の中での個人の「役割をみいだす」というより幅広い能力の育成という観点に変遷していることがわかる。キャリア発達やキャリア教育は、幅広い概念だけにその分抽象的になっている。ャリアについて、さらに次のように説明している。

　キャリアとは、 「人は、他者や社会とのかかわりの中で、職業人、家庭人、地域社会の一員等、様々な役割を担いながら生きている。これらの役割は、生涯という時間的な流れの中で変化しつつ積み重なり、つながっていくものである。また、このような役割の中には、所属する集団や組織から与えられたものや日常生活の中で特に意識せず習慣的に行っているものもあるが、人はこれらを含めた様々な役割の関係や価値を自ら判断し、取捨選択や創造を重ねながら取り組んでいる。
　人は、このような自分の役割を果たして活動すること、つまり「働くこと」を通して、人や社会にかかわることになり、そのかかわり方の違いが「自分らしい生き方」となっていくものである。
　このように、人が、生涯の中で様々な役割を果たす過程で、「自らの役割の価値」や「自分と役割との関係」を見いだしていく連なりや積み重ねが、「キャリア」の意味するところである。このキャリアは、ある年齢に達すると自然に獲得されるものではなく、子ども・若者の発達の段階や発達課題の達成と深くかかわりながら段階を追って発達していくものである。また、その発達を促すには、外部からの組織的・体系的な働きかけが不可欠であり、学校教育では、社会人・職業人として自立していくために必要な基盤となる能力や態度を育成することを通じて、一人一人の発達を促していくことが必要である。（第１章１）」 （中央教育審議会「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について（答申）」（平成23 年１月31 日））

キャリア＝「個々人が生涯にわたって遂行する様々な立場や役割の連鎖及びその過程における自己と働くこととの関係付けや価値付けの累積」

　キャリア教育の意義・効果として、次の３点を挙げている。
　「第一に、キャリア教育は、一人一人のキャリア発達や個人としての自立を促す視点から、学校教育を構成していくための理念と方向性を示すものである。各学校がこの視点に立って教育の在り方を幅広く見直すことにより、教職員に教育の理念と進むべき方向が共有されるとともに、教育課程の改善が促進される。
　第二に、キャリア教育は、将来、社会人・職業人として自立していくために発達させるべき能力や態度があるという前提に立って、各学校段階で取り組むべき発達課題を明らかにし、日々の教育活動を通して達成させることを目指すものである。このような視点に立って教育活動を展開することにより、学校教育が目指す全人的成長・発達を促すことができる。
　第三に、キャリア教育を実践し、学校生活と社会生活や職業生活を結び、関連付け、将来の夢と学業を結び付けることにより、生徒・学生等の学習意欲を喚起することの大切さが確認できる。このような取組を進めることを通じて、学校教育が抱える様々な課題への対処に活路を開くことにもつながるものと考えられる。」（第１章２）
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